令和７年度　第24回福島県少年合気道競技大会

競技内容並びに競技規則
１　演 武 競 技（男女別なし）
（１）小学生低学年（１～２年生）の部

・　「乱取り基本の形１７本」から選択し、計６本以内
・　攻撃を入れず、基本技として手刀から行う。
・　２人１組、受取交代自由とし、受取交代後に、同じ技を行うことも可とする。
・　左右どちらの技でも可とする。
・　時間制限無し
（２）小学生中学年（３～４年生）の部
　　・　演武時間：４５秒以内

　　・　自由技（手刀から、攻撃からも自由）とし、受取交代も自由とする。
（３）小学生高学年（５～６年生）の部
・　演武時間：１分間以内

　　・　自由技（手刀から、攻撃からも自由）とし、受取交代も自由とする。
（４）中学生の部
・　演武時間：１分１５秒以内

　　・　自由技（手刀から、攻撃からも自由）とし、受取交代も自由とする。
（５）高校生の部

・　演武時間：１分１５秒以内

　・　自由技（手刀から、攻撃からも自由）とし、受取交代も自由とする。
　　※演武競技実施要領（小中高共通事項）
	※１　演武はすべて徒手で行う。

※２　演武は、審判の「始め」の掛け声のあと、実施すること。
※３　制限時間のあるものは時間をオーバーしても減点等しないが、時間内の技で評価する。
※４　受取交代は自由だが、各組１試合に１回のみとする。



２　乱 取 競 技
（１）要項に記載のないものは、※昭道館合気道連盟審判規定（2023.9.1改訂版）に準じる
（２）試合時間　：　小学生までは前半45秒、後半45秒で行なう。
中学生以上は前半60秒、後半60秒で行なう。
（３）小学生以下の乱取について（本大会申し合わせ事項）
①　小学生の部の審判基準は安全面に配慮するとともに、『つくり』を意識した試合の展開が幼少期からできるようにするため『つくり』を積極的に評価するものとする。
　　②　小学生の部は、発達段階に応じて、以下の審判基準を採用する。（本大会のみ）
（太字網掛け部分が合気道競技審判規定との相違点）　
	一般　　　 小学生
審判規定　　 区分
	発達段階による評価の基準

	
	小学生（１～２年生）
	小学生（３～４年生）
	小学生（５～６年生）

	一　本
	一　本
	一　本
	一　本

	技　有
	　一　本　
	　一　本　
	技　有

	有　効
	　一　本　
	　技　有　
	有　効

	崩し・つくり
	　技　有　
	　有　効　
	　有　効　

	体捌キャッチ
	　有　効　
	な　し
	な　し

	返 し 技
	　な　し　
	あ　り
	あ　り


③　小学生[低学年の部]の判定基準の詳細
　　　○　体捌キャッチ ・・・ア　短刀突きに対し体を捌いて、両手でつかむ。
イ　捌きながら間合いを詰め（入り身）、両手でつかむ。
　　　○　崩し・つくり ・・・ア　「体捌」後、自分の姿勢が崩れることなく当身が相手の体に触れる。
イ　肘を上段、下段につくる。
　○　転回形の技を施したとき、肘や手首が極まっていなくても、巧みに転回が完了した場合は「技
有」とする。
④　共通事項

　○　「正しい突き」および「体捌」を重視し、捌かずに間合いを詰めるものについては積極的に
「体捌指導」をとる。
○　「正しい突き」…昭道館合気道連盟審判規定に準じるが、特に次の事項を重視し判定する。
気剣体の一致により突有とする。
ア　一足一刀の間合い　　イ　大きな声の気勢　　ウ　正確な動作および残心の一致　　　　　　　　
３　種目別混合団体戦
（１）小学生の部　
①　演武競技（正面当て→押し倒し→小手返し　受取交代　逆構え当て→引き倒し→転回小手捻り）　②　女子乱取競技（女子、前後半45秒）

③　男子乱取競技（男子、前後半45秒）

（２）中学生の部
①　演武競技（正面当て→押し倒し→小手返し→前落とし　
受取交代　逆構え当て→引き倒し→転回小手捻り→隅落とし）
②　女子乱取競技（女子、前後半60秒）

③　男子乱取競技（男子、前後半60秒）

　　

※１　演武の男女は問わない。

※２　「中学生の部」の演武に、小学生のペアの出場は認める。
※３　「小学生の部」の「乱取競技」への出場者の学年制限は設けない。ただし、審判基準は
５～６年生の評価基準とする。指導者はエントリーにあたりレベル等考慮すること。
※４　１チーム４名とし、重複は認めない。

※５　メンバーが不足する場合、他団体との合同チームも認める。なお、その場合エントリー表へ

明記をする。
この競技規則は令和７年１１月８日開催の、本大会のみ適用する。
※昭道館合気道連盟審判規定（2023.9.1改訂版）
主な変更点
１　【得点】　

・　一本６点　　　技有４点　　　有効２点　　　突有１点（変更なし）　　反則４点（変更なし）
・　前半10ポイント、後半18ポイント差がついた時点で終了。

２　【先取制の廃止】

有効以上の技に対しての返し技が行われた場合、両方の技を認める。

攻防が目まぐるしく、幾つもの技を掛け合う場合には、主審の「待て」の掛け声の時点での技で判断する。また、同じ選手が２つの技の効果を得た場合には、効果の高い技が対象となる。

例１）Ａ → Ａ → Ｂ ⇒　Ａ選手の技の効果の高い技とB選手の技

例２）Ａ → Ｂ → Ｂ → Ａ ⇒　Ａ選手の技の効果の高い技とＢ選手の効果の高い技

※「一本」が出るまでではない。攻防が途切れる、若しくは施技する選手の安定が欠けた場合に、安全性のために主審が「待て」を掛けた場合までの攻防までとなる。

３　【返し技】

（要件）

両手で片腕を掴んだ（持った）状態、または片手での施技でも関節技で崩しをかけたタイミングなら返し技可。（従来通り）

（変更点）

上記の要件を満たす場合、つかまれた腕に関わらず、「短刀を持っている側の腕」でも「短刀を持っていない側の腕」でも返し技可。

４　【場外】についての考え方
「一方若しくは双方の選手の片足が完全に場外に出て、且つもう片方の足が浮いた場合」は場外指導だが、双方が動きのある攻防のなかで一瞬場外に出て再び場内に戻った場合には「場外指導」は与えず、試合(競技)を継続する。
５　【短刀の突きが高い／低い 指導】の解釈について
「危険である場合を除き指導はとらない。」の解釈を加える。
６　【道着持ち指導】の解釈について
「得点につながる状況での道着持ちとは言えない軽微なものに関しては道着持ち指導をとらない。」の解釈を加える。
以上
